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カバー図版について 

・1/100万「満州東北部山地概念図」（部分を一部編集） 

（「満州東北部(三江省)兵要地誌」昭和 13年 5月参謀本

部調製、JACAR Ref.C14021026000、満洲東北部（三江

省地方）兵要地誌概説 昭和 13.5.30(防衛省防衛研究

所)） 

・満豪国境画定測量の風景 『満豪国境画定記念写真帖』

満豪現地国境確定混成委員会 満州帝国代表部 

・新京・南嶺の経緯度原点 『地図をつくる 陸軍測量隊

秘話』岡田善雄編 
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はじめに 

 

明治維新から 150年の区切りの年をもうすぐ迎えようとするある日（2014年の夏）、永く

してきた地図作り仕事の締めくくりとして、個人で出来る「測量・地図史」を綴ってみた

いと思った。 

対象とする日本の近代科学に基づく地図作りの歴史は、この間の事業の大きさ、資料の

残存の程度のいずれも「官」のそれが圧倒的であるから、それは必然的に陸地測量部から

国土地理院へと連なる官製の測量・地図を主にたどることになる。そして、同組織の始ま

りのことは、基本資料となる『陸地測量部沿革誌』の明治 4（1871）年の項に、「兵部省ニ

参謀局ヲ新設セラルルニ当リ、同局ニ間牒隊ト称シ、平時ニ在リテハ地理ノ偵察地図ノ編

成ヲ掌ル一機関ヲ設置セラレ･･･是レ実ニ陸地測量部ノ胚子トス」とあるように、明治 4年

としている。しかし、その後の業務の変遷を考えるなら民部官に庶務司戸籍地図掛が設置

された同 2年とすることもできる。 

そのようなことで、本書の内容は陸地測量部・国土地理院のする官製測量・地図事業を

主としたのだが、歴史記述の始まりについては、前述のことにも係わらず、おおむね明治

初年前後とした。それは、日本の近代科学に基づく測量・地図の始まりが、明治政府の発

足とおおむね同期しているからに他ならない。 

そして、個人のする「測量・地図史」だから、ほかにも勝手な行動が許されるはずだ。

本書の内容については、組織とそれがする技術の歴史ではあるが、出来るだけ「地図作り

を支えた技術者たちの道」をたどることを意識した。これは、少なからず同じ道を歩んだ、

著者のわがままでもある。 

このとき参考資料となる『測量・地図百年史』（国土地理院 1970）の記述は、隣国を侵

略したに等しい幾多の戦争との関わりを意識的に排除している。前述の『陸地測量部沿革

誌』にしても、この点についてはわずかな事実を淡々と記録しているに過ぎない。その中

で唯一、『外邦測量沿革史 草稿』だけが、明治・大正期の大陸での非公然な測量などの事

実を丹念に報告している。その理由などは、本書の中で紹介するだろう。 

そうした資料をベースに、作業を進めようとすると、太平洋戦争後のことは資料の散逸

も少なく、誰でもが容易にたどり着くことである。そして、個人が手掛けるものとして「150

年」はあまりにも長い。そこで、官が記述してこなかったことを意識的に取り上げる内容

とし、かつ、測量・地図事業の戦後が終わるまでの「150/2年史」としたのである。 

類書は、ほとんど無いといっていい。しかも、作業の過程では、個人でできることの限

界を常に感じてきた。しかも、本書「『地図作りを支えた技術者たちの道』 －測量・地図

150/2年史－ 」の対象とするところは極めて広範だから、踏み込みが足りない部分が多く、

その目論見は無謀であったことは重々承知しているし、著者の調査不足、力量不足を読者

に指摘される結果になることも覚悟している。 
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それでも、筆者なりに精一杯挑戦・努力したこの一文を残すことで、後世に少しでも役

に立つことがあれば幸いである。 

なお、併せて参照・参考文献等の明記などの点で、今後の同類の調査研究に役立つもの

となることを心掛けつつ、本書を取りまとめることにした。結果として、ボリュームのこ

とから本書には添付していないが、約 1700点の「参照・参考文献リスト」のほか、「日本

の地図測量年表」「明治初期測量地図組織の変遷」「陸地測量部定員の推移」などを整理し

た。 

 

*お断り 

本書は、多くの報告を引用・収録した内容となっている。許されることではないが、そ

の多くは許諾行為をしていない。そのことの責は著者にある。関連して、挿入図は極力割

愛した。 

また、著者の力量が不足しているから、内容記述に際して、カナ混じり文を現代文にす

る作業を少なくし、おおむねそのまま記述・紹介した。そのとき使用する漢字は、なるべ

く現行の日本語で一般的な字体を用い、異体字等の多くは書き換えた。そして、勝手なが

ら句読点を添えることもした。 

最後に、「支那」「蕃人」「土人」などといった、現在では差別的とされる国名、地域名、

用語について、本書では引用も含めそのまま使用しているが、それは分かりやすさを第一

とした結果であって、差別を助長しようという意図は全くないことを申し添えておく。 

引用先については、煩わしいところもあるが、読者の今後の利用を第一にしたので、で

きるだけ詳細に記述したものである。 

 

なお、参照・参考文献リストにある、アジア歴史センターに係る文書の引用について、「ア

ジア歴史センター(JACAR)Ref.B111111111111」とするべきものであるが、「JACAR 

Ref.B111111111111」と簡略化した。なお、JACAR Ref.以下にある、レファレンスコード

と各資料に振っている 12 桁のコードのうち、先頭 1 文字目のアルファベット、A が国立公

文書館、B が外務省外交史料館、C が防衛省防衛研究所図書館、D が琉球大学附属図書館、

Ｅが滋賀大学経済経営研究所、Ｆが北海道立図書館の資料を示している。 

同様に「国立国会図書館<National Diet Library Japan>デジタルコレクション 

111111111111」については「NDLJ 111111111111」とし、「国立公文書館<National Archives 

of Japan>デジタルアーカイブ 111111111111」については「NAJ 111111111111」と略表

記した。 

 


